
令和　8 年 1 月 28 日 

地域密着型サービス 運営推進会議 

事業所名称…サンキ・ウェルビィグループホーム秋鹿・小規模多機能センター秋鹿 

サービス種類…認知症対応型共同生活介護・小規模多機能型居宅介護 

会議開催日時…令和 8 年 1 月 28 日　11：00～12：00 

開催場所…サンキ・ウェルビィ秋鹿応接室 

出席者 

 

 

 

 

① グループホーム秋鹿 

介護度内訳 

1 ユニット　すみれ　(9 名) （男性：5 名、女性 4 名） 

要支援２：　１名 

要介護 1：　0 名　　要介護 2：　0 名　　要介護 3：　4 名 

要介護 4：　4 名　　要介護 5：　0 名　　 

２ユニット　ひまわり　(9 名)　（男性：0 名、女性 9 名） 

要介護 1：　0 名　　要介護 2：　2 名　　要介護 3：　2 名 

要介護 4：　4 名　　要介護 5：　1 名　　 

平均介護度：3.3 

１月４日にすみれユニットの方１名逝去され、18 日に１名入居があり 18 名満床。 

1 月 19 日にひまわりユニットの方 1 名脳出血のため救急搬送され入院となっている。 

 

② 小規模多機能センター秋鹿 

登録人数 

16 名　(　男性：7 名　女性：9 名　) 

介護度内訳 

要介護 1：　3 名　　要介護 2：　4 名　　要介護 3：　5 名 

要介護 4：　4 名　　要介護 5：　0 名　　申請中・・0 名　　平均介護度：2..6 

現在 13 名の空きがある状況。柔軟な小規模のサービスを利用し、在宅生活が継続できるサービス 

であることを、アピールしたい。 

 

③ 活動報告（毎月の家族様宛のお便りを見ながら） 

GH・・・１２月はクリスマス会でスタッフがサンタになりプレゼントをお配りしました 

クリスマスは馴染がないようでしたが、プレゼントとケーキにはとても喜んでいただきました。 

新しい年を迎え、ベランダに積もった雪で雪だるまをつくったり、寒い中でも楽しみのある 

日常を過ごしておられます。 

小規模・・・寒い時期ですが、天候を見ながら一畑薬師に紅葉狩りや佐太神社に初詣の外出支援をしました。 

１２月のクリスマス会ではボランティアのゼジゴンさんをお招きして、音楽に合わせた体操やギター演奏を

披露して下さりました。朝ドラのばけばけの主題歌が流れると涙を流して喜ばれた方もいらっしゃいました。 

三が日には正月ならではのおせち料理や、福笑いや書初めをして新年のお祝いをしました。 

 事業所 4 人 利用者 0 人

 利用者家族 1 人 地域代表者 1 人

 松江市職員 0 人 地域包括支援センター 1 人

 知見を有する者 0 人 その他（　　　　　） 0 人



④ 身体拘束適正化委員会(小規模多機能・グループホーム) 

グループホームは、スピーチロックと施錠について振り返りをおこない、日中の安易な施錠はしないこと改

めて考えた。小規模はパーソンセンタードケア(本人主体)について話し合いをした。企業理念にもあるとお

り利用者主体とは何か考えて意見を出し合った。ことを共有 

日々ケアの振り返りをしていることが、身体拘束排除に意識づけができているのではないでしょうか。 

この会議だけでなく、地域全体にも知ってもらえるといいですね。 

 

⑤ GH サービス評価について 

全スタッフで自己評価に取り組みました。災害対策の項目では 1/6 の島根県東部地震についても話題に 

なりました。GH での看取りについても先々医療行為ができる（資格を持った）介護士も求められてくる 

のではないか。 

 

⑥ 小規模多機能サービス評価総括について 

来期に向けての話し合いをする。 

 

⑦ その他意見交換 

地域密着型の事業所として登録人数が減少しているということは、私たちの理念にもありますように 

地域貢献ができていないこと。サービスを必要としておられる方がおられましたら是非ご相談いただきたい

です。 

・民生委員様より 

　毎度のことだけれど、人員不足が一番の問題だと思う。この人員の中でよくやっていると思う。小規模多機能

も減ってはいると思うけど需要がないわけではないと思う。どうにかこのサービスを知ってもらえたらいいと思

う。本人主体という理想を叶えるためにはやっぱり職員体制を整える事だと思う。グループホームは介護ロボッ

トの見守り機械はすごくいいことスタッフさんの助けになることをどんどんやっていってほしい。おたよりも全

体のプラス利用者ごとで作っているのはすごい労力だと思う。家族や見たい人がもっと見れるようデジタル化を

考えてもいいかもしれない。 

・家族様より 

　主人がグループホームでお世話になっています。GH 秋鹿にくる前の施設は部屋で１日過ごしたり、白い壁を

向いてごはんを食べたりしていたが、ここでは皆さんと関われたり、主人に対してスタッフさんが普通に話しか

けてくれている。当たり前のことを日常でしてもらっているのに本当に感謝しています。GH 秋鹿に入って丁寧

に介護してもらって良かったです。 

・地域包括支援センター様より 

　人員不足はどの施設でも問題になっている。そんな中介護ロボットを導入されたのはいい事例だと思います。

少しでもスタッフさんの心の余裕ができることを願っております。 

 

次回は 2026 年 3 月末予定　グループホーム外部評価総評。 

※事業所確認欄 

 □活動報告についての評価を受けることができたか。 〇

 □要望・助言等受ける機会を設けたか。 〇


